
情報処理学会研究報告 
IPSJ SIG Technical Report 

 

 

1
 

ロバストビジョン技術とその製造業における実利用事例 
 

金子俊一†1 
 

著者の開発してきたロバストビジョン技術，特にロバスト画像照合やパタン照合技術の原理を紹介するとともに，講

演では，その製造業における実利用事例について，国内の多くの企業において実用された事例を紹介する．多くの技

術自体の解説は参考文献に譲るとして，本稿では著者が経験を通じて感じてきた要点のうち，特にこれからこの分野

で研究開発活動を展開しようとされている若手技術者（大学や企業における）の方々にも参考となるであろう事柄に

ついて述べる． 

 

Robust Vision and its Applications in Production Engineering  
 

SHUN’ICHI KANEKO†1 
 
 

The author has developed some robust algorithms for pictorial pattern matching or registration or searching in his lab in 
collaboration with industry.  They have been able to be applied to many real problems in product inspection and defect 
detection.  The article presents some key points for the realization of the effective techniques, which can be referred in future 
research and development. 

 
 

1. はじめに   

 著者の開発してきたロバストビジョン技術，特にロバス

ト画像照合やパタン照合技術の原理を紹介するとともに，

講演では，その製造業における実利用事例について，国内

の多くの企業において実用された事例を紹介する．多くの

技術自体の解説は個々の参考文献に譲るとして，本稿では

著者が経験を通じて感じてきた要点のうち，特にこれから

この分野で研究開発活動を展開しようとされている若手技

術者（大学や企業における）の方々にも参考となるであろ

う事柄について述べる．本稿の内容は著者の個人的主張が

ちな部分もあろうかと思うのでご了解いただきたい． 

 

2. 研究テーマの発掘 

 独自の研究テーマとして，いわゆるテンプレート照合ア

プローチにおけるロバスト画像照合を掲げてきた．固定サ

イズ，回転・歪み不可など一見融通が利かない，先端研究

には向かないアプローチのように思われ，著者自身も着手

当初にはこれほど展開するとは予想していなかった（参考

文献参照）．しかしながら，ここ 15 年間 30 人を超す博士課

程の学生たちと深く検討してきた経験から，奥深い研究分

野と思っている．その中でも産業分野における実利用を促

進する効果は大きい．本稿の存在理由であろう． 

基本アルゴリズムが独自のものであることが最も大切

であり，最初のステップであるべきであろう．基本特許と

してもよいし論文公開してしまうことでもよい．とにかく
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この技術はここの専売であることを認知してもらうことで

ある． 

加えて，低コスト性（小さい，速い，軽い）は大切であ

る．特に大学発の新しい技術を手軽に現在の生産ラインに

導入するためには，大掛かりな構成変更などは現実的でな

く，導入コストについても考慮する必要がある．不要な複

雑化は避けるべきである．高速化を研究テーマとして認知

することも大切と思う． 

珍しいこと・ユニークであることも大切である．珍しい

技術は珍しい製品に繋がり，強い市場性に繋がるのではな

いか． 

産業界の要望に耳を傾けた上で研究テーマを検討する

ことも必要である．そのための人脈，大学研究室側の姿勢

も育てなければならない． 

 

3. 共同研究 

産業応用を具体的な目標として共同研究プロジェクト

を立ち上げるとき，大学教員の目利き力は特に大切かと思

う．現在は不可能あるいは十分ではないが数年で現地導入

レベルを達成できるか否か，これを企業側に約束する（ち

ょっと大げさ）ためには，やはり目利きが必要である．従

事する学生には失敗体験よりは成功体験がより必要である． 

最適解は唯一か否か．核となる独自手法を中心として，

複数の共同研究 P をもつとき，市場のトレンドもあるので，

似たような課題への挑戦が必要となる場合もある．特許化

処理などが絡んでくる場合には問題となる場合がある．事

前の課題設定段階が重要となる． 

分担の理解が必要である．事前に明確であるのがよい．

企業側，大学側の双方において，分担すべき課題を明確に
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しつつ進める．一般的には，大学側が核となる手法を提供

しその組込み方，修正版の設計・試作，定式化などを受け

持ち，企業側が問題領域の設定，スケジューリング，定量

的評価実験，システム化などを受け持つ． 

学生が従事することが殆どであるので（著者の研究室の

場合には），大学における技術教育的な要素があるとよい．

いわゆる産学連携教育の実例ともなるし，企業側にとって

は若手技術者の訓練にもなろう．著者の研究室の場合には，

博士学生が従事することが殆どであったので，彼らの論文

化に資する研究テーマであることは必須である．企業の若

手開発者に共著論文を提供することは，社会人博士の育成

に大いに役立った． 

加えて，少し細かい事柄であるが，経費の根拠は明確に

すべきである．著者の場合には共同研究経費を算出するた

めに，人件費ベースの算定方法を用いている．その共同研

究プロジェクトに従事する（頭脳労働をどのくらいするか）

時間を週単位・月単位・年単位で総計し，その研究者およ

び学生らの時間給を乗じる．その他の実費経費（謝金，旅

費，備品，消耗品）を加えて総額とする．この方式の利点

は幾つかあり，まず経験年数などのスキル評定に応じて経

費を増すことができる．企業側の成果期待度も向上する．

人件費であるので企業側が，大学側に依頼する（期待する）

仕事総量をイメージしやすく，期待度のギャップが生じに

くくなる．一方，成功報酬としての算出はよくないように

思う．成功不成功の判断を要するし，報酬計算は曖昧であ

る． 

 

4. 課題 

メンバー選定の問題があろう．著者は研究という活動を

オープンで民主的な活動として考えているので，学会や研

究会（CVIM も含めて）に対しては，研究の具体的評価や

展開に関する期待が大きく，学生らと共に参加する費用対

効果は大きいと考えてきた．しかしながら，産業応用を具

体的な目的とする共同研究などにおいては，クローズドな

メンバー構成が前提となる．学会などでよいアイディアを

いただいた研究者に途中から参加してもらうことは中々困

難であるだろう．特許申請などを予定している場合はより

複雑である． 

従事する学生の要望との整合・不整合の問題がある．大

学は人材育成機関であるので，卒業・修了する学生の実力

が評価される．その達成のためには，学生自身が満足する

か否か，意欲をもつか否かが大切である．それを教えるこ

とが教員の大きな役割であろう．学生・企業の双方への説

明力が必要となるところである． 

共同研究への従事と卒業・修了後の就職とは一応別物で

ある．双方の希望が一致する場合は良縁であるが，そうで

ない場合もある．このことに対する配慮は，長く研究室運

営を良好に保つためには大切なところであろう． 

最近だけではないと思うが，留学生の共同研究への従事

も課題となり得る．また，このことは留学生に限らず，共

同研究に従事して得た能力はよいとして，具体個別的知識

やノウハウの事後使用という問題にも通じる．中々困難な

課題である．  

 

5. おわりに 

著者の経験に学んだ事柄を中心に述べてきた．ものつく

り，産業応用，生産性，工場，現場などは，現在のスマー

トな学生らには敬遠される言葉であるかもしれない．そん

な時代であるかもしれない．しかしながら，現在も大切な

価値をもつものであることを教えていくことが大切である

と思う．皆さんの参考になれば幸いである． 
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